
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）
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事業名 事業 事業
一般国道５０７号 津嘉山バイパス 区分 一般国道 主体 沖縄県

つ か ざ ん

起終点 自： 沖縄県那覇市仲井真 延長
な は な か い ま

至： 沖縄県八重瀬町字東風平 ５．２８km
や え せ ち ょ う こ ち ん だ

事業概要 一般国道５０７号は、沖縄県南部地域の中央部を縦貫し、那覇空港自動車道と国道３２９号
那覇東バイパスに連結する幹線道路である。現道は幅員狭小、線形不良により慢性的な渋滞が発生してい
ることから、バイパスの整備により、交通渋滞の緩和と那覇空港・那覇港へのアクセス性の向上を図る目

的で整備を進めている。当該事業区間は、延長５．２８ｋｍの４車線道路である。
Ｈ２年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ２年度用地着手 Ｈ５年度工事着手

（Ｈ５年度変更）

全体事業費 ３９６億円 事業進捗率 ８８％ 供用済延長 ２．５km
計画交通量 ４０，５００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ４．８ 9.5／495億円 1545／2394 億円 平成１９年（事業全体）

走行時間短縮便益 億円事 業 費： 5.0 490／ 億円 ： /1498 2277

走行経費減少便益 億円（残事業） 4.6１６２ 維持管理費： ／4.6億円 ： 41/91
： 6.1/26 億円交通事故減少便益

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（現道における混雑時旅行速度が20km未満である区間の改善）
・個性有る地域の形成（那覇市から平和祈念公園まで約１３分短縮） 他７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見
平成１８年１１月１日に沖縄県島尻郡八重瀬町から早期整備の要請が出ている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等 平成１８年１月に東風平町と具志頭村が

合併し八重瀬町が誕生し、新町建設計画において国道５０７号沿道の計画的な土地利用、商業空間の創出
などが記された。関連する土地区画整理事業の進展に伴い沿道沿いに大型商業店舗が進出した。
事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１９年度末には事業費ベースでの進捗が９１％となる見込みである。平成２０年度はトンネル１基
の整備とともに、改良工事の促進を図る。 Ｌ＝２．５ｋｍ ４／４供用済み。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・関連する３地区の土地区画整理事業の進捗の遅れ並びに用地交渉難航により遅れている。
・平成２１年度までに用地買収を完了し、平成２３年度までに全線の供用開始を図る。
施設の構造や工法の変更等

トンネルの断面計上変更により歩道幅員を縮小（3.5m→2.0m）
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考える。
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